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年
初
編
隊
飛
行

駐
屯
地
年
始
行
事

　
１
月
15
日
、
東
北
方
面
航
空

隊
は
地
域
の
皆
様
へ
の
平
和
と

安
全
へ
の
祈
念
、
日
頃
か
ら
の

ご
支
援
に
感
謝
を
込
め
て
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
８
機
に
よ
る
編
隊

飛
行
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
は
、
霞
目
飛
行
場
か
ら
仙
台

新
港
、
多
賀
城
駐
屯
地
、
利
府

町
、泉
中
央
駅
、仙
台
大
観
音
、

仙
台
市
街
地
上
空
を
順
に
フ
ラ

イ
ト
し
、
年
始
に
ふ
さ
わ
し
い

飛
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
13
日
、
駐
屯
地
年
始
行
事
を

行
い
ま
し
た
。
午
年
の
隊
員
の
代
表

者
が
今
年
の
抱
負
を
述
べ
た
の
ち

に
、
駐
屯
地
各
部
隊
長
が
目
標
を
述

べ
て
霞
目
フ
レ
ン
ド
フ
ォ
ー
ス
か
ら

寄
贈
い
た
だ
い
た
「
松
川
だ
る
ま
」

に
目
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
部
庁
舎
玄
関
に
飾
っ
て
あ
る
の

で
、
駐
屯
地
に
い
ら
し
た
際
は
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

どんな装備品がくるかお楽しみに！

駐屯地司令

管制気象隊長輸 送 隊 長

年 男
松島と編隊

泉ヶ岳とＵＨ－１Ｊ

駐屯地創立69周年記念行事
４月４日（土）９～14時

　本紙は、仙台市内の皆様に陸上自衛隊霞目
駐屯地の日頃の活動や隊員の日常を知って
もらい、陸上自衛隊と市民の皆様との交流を
深めるための新聞です。
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秋
晴
れ
の
下
、令
和
７
年
10
月
28

日
に
実
施
さ
れ
た
令
和
７
年
度
駐
屯

地
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
決
勝
戦（
航

空
隊
本
部
付
隊
Ｖ
Ｓ
航
空
野
整
備

隊
）は
、例
年
以
上
に
白
熱
し
た
展
開

と
な
り
、記
憶
に
残
る
名
勝
負
と
な

り
ま
し
た
。最
終
回
裏
4
点
ビ
ハ
イ

ン
ド
を
見
事
逆
転
勝
利
し
、優
勝
を

勝
ち
取
る
と
と
も
に
、隊
員
の
笑
顔

と
部
隊
の
団
結
の
強
化
を
得
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
駐
屯
地
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

 「
優
勝
」

我々は、空の安全を守ります。

航空隊本部付隊

管 制 気 象 隊

飛行場勤務 野外勤務



【集中訓練】【納め行事】 　ドラム缶空輸を
命じられ、機体を傷
つけないよう航空
機に積載し、迅速に
飛行準備を実施す
る操縦士と整備員

　周りの環境に溶
け込み、航空機が駐
機していることを
隠す偽装になって
いるか点検してい
る機付長

　突然の車両タ
イヤのパンクを
状況付与され、タ
イヤ交換作業を
迅速に実施する
隊員

〇×クイズ大会 年納め飛行

運動競技会

運動競技会
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令
和
７
年
10
月
27
日
～
31
日
ま
で
の
間
、弘
前・岩
手
山
演
習
場
及
び
霞
目・場

外
着
陸
場
に
お
い
て
、令
和
７
年
度
第
三
回
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
集
中
訓
練
を
実
施

し
、野
外
に
お
け
る
飛
行
部
隊
と
し
て
の
任
務
遂
行
に
必
要
な
練
度
の
維
持・向

上
を
図
り
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
12
月
19
日
、年
納
め
と
し
て
編
隊
飛
行
訓
練
、運
動
競
技
会
な
ど
を

実
施
し
て
、一
年
の
活
動
に
対
す
る
労
を
労
い
、更
な
る
部
隊
の
団
結
心
と
隊
員

個
々
の
帰
属
意
識
の
醸
成
を
図
り
ま
し
た
。

　令和７年11月10日～11日の２日間にわたり王城寺原演習場において、市街地戦闘訓練を実施しました。　バトラー装置を装着し、赤軍青軍に分かれて旗を奪
取する形式で行われました。
各組は事前に綿密な作戦会議を行い、組長指揮のもと一人一人が積極的かつ
慎重に、建物や障害物を効果的に活用し作戦を展開しました。白熱した攻防が
繰り広げられ、隊員の士気も高く非常に充実した訓練となりました。

　令和７年11月27日このたび、東京エレクトロン宮城株式会社様にて企
業研修を実施させていただきました。今回は、部隊を代表してマネジメ
ント層である20名が参加し、工場見学をはじめ、人事施策や安全施策の
取組についてご紹介いただきました。
　最先端の製造現場における安全管理や人材育成の考え方は、我々の
日々の業務にも通じる学びが多く非常に有意義な研修となりました。ま
た、座談会では社員の皆さまと直接意見交換を行う機会をいただき、参
加隊員にとって大変貴重な経験となりました。今回の研修で得た学びを
活かし、笑顔あふれるいきいきとした部隊を創造してまいります。

ヘリコプター隊

航 空 野 整 備 隊

仙台大観音を通過
するUH-1J編隊

市街地戦闘訓練

企業研修
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後方支援隊各種競技会 輸送隊家族説明会

第３０９輸送中隊訓練検閲
　
令
和
７
年
８
月
30
日
～
９
月
２
日
ま
で
の
間
、初

秋
だ
と
い
う
の
に
灼
熱
地
獄
の
中
、八
戸
演
習
場
に

お
い
て
第
３
０
９
輸
送
中
隊
訓
練
検
閲
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
状
況
開
始
に
先
立
ち
、29
日
に
行
わ
れ
た
隊
容
検

査
で
は
、士
気
高
く
万
全
な
態
勢
を
確
認
で
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、中
隊
長
、林
一
尉
の
要
望
事
項
で
あ
る「
自

　
令
和
７
年
11
月
８
日
、輸
送
隊
へ
配
置
さ
れ
た
新

隊
員
四
名
の
ご
家
族
に
対
し
て
、説
明
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、担
当
者
に
よ
る
ご
子
息
の
勤
務
環
境
の

説
明
が
行
わ
れ
、参
加
さ
れ
た
家
族
は
真
剣
な
表
情

で
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
特
に
、今
後
の
任
務
内
容
や
生
活
面
に
対
し
て
興

味
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、「
内
容
が
分
か
り
や
す
か
っ

た
」、「
安
心
に
つ
な
が
っ
た
」な
ど
の
声
も
聞
か
れ
、

相
互
理
解
を
深
め
る
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、家
族
と
の
連
携
を
大
切
に
し
て
い
き
、

円
滑
な
部
隊
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
持
続
走
】

　
令
和
７
年
11
月
５
日
、秋
風
が
吹
く
仙
台
駐
屯
地

に
お
い
て「
後
方
支
援
隊
持
続
走
競
技
会
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
視
線
は
前
、意
識
は
時
計
と
呼
吸
だ
け
、刻
ん
だ

ペ
ー
ス
を
崩
さ
ず
つ
限
界
を
超
え
て
踏
み
切
っ
た
そ

の一歩
が
、記
録
と
歴
史
を
塗
り
か
え
ま
し
た
。

【
銃
剣
道
】

　
令
和
７
年
12
月
５
日
、仙
台
駐
屯
地
体
育
館
に
お

い
て「
後
方
支
援
隊
銃
剣
道
競
技
会
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
監
督
で
あ
る
付
隊
長
、東
一
尉
率
い
る
選
手
は
日

頃
の
練
成
で
培
っ
た
胆
力
と
集
中
力
を
発
揮
し
、正

確
無
比
な
突
き
を
も
っ
て一本
を
争
い
ま
し
た
。

主
自
律
」を
胸
に
若
年
隊
員
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
隊
員
ま

で
与
え
ら
れ
た
任
務
を
理
解
し
つ
つ
自
ら
考
え
行

動
し
、襲
い
か
か
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
状
況
へ
的
確

に
対
処
し
、任
務
達
成
に
全
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
不
断
の
訓
練
を
通
じ
、有
事
即
応
態
勢
の

維
持・向
上
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　空中伝送班は、令和７年12月８日23時15分頃に発生した青森
県東方沖を震源とするマグニチュード７.５最大震度６強の地震
の情報収集任務に貢献しました。

訓練始めとして広瀬川若林緑地においてランニングを行いました。
体力の維持と団結の強化を図りました。

第303基地システム通信中隊
　霞目派遣隊

本部中隊 空中伝送班

霞目駐屯地に所在す る各部隊の活動状況
輸  送  隊

東 北 方 面 シ ス テ ム 通 信 群
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　令和７年12月４日、定年退職
２年前の隊員を対象とした教育を
実施しました。退官後の再就職に
向けた業務予定表の作成及び職業
選択に必要な知識のほか、社会人
として必要なビジネスマナーやマ
ネープランに関する講義を受け、
定年退官後の人生をどう生きるか
を改めて考える大変良い機会にな
りました。

　警務隊は、年末年
始休暇を前に、駐屯
地隊員に対して時期
的特性を踏まえた防
犯普及活動を実施し
ました。
　引き続き駐屯地の
規律維持に最大限寄
与できるように活動
していきます。

　２分遣隊は、令和７年10月４日～11日の間、苫小牧港において港湾荷役
実動訓練を実施しました。中央輸送隊は港湾荷役を担うため、日々訓練に
励んでおります。
※�港湾荷役とは…港で船舶と陸との間で貨物の積み下ろしを行う業務のこ
とです。

　会計隊は、各部隊からの要求に基
づいて、調達を実施しています。隊
員の給与・各部隊の訓練資材から事
務用品・食糧品など会計隊が調達す
るものは、多岐にわたります。

【
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
】

　
業
務
隊
は
令
和
７
年
11
月
13
日

～
11
月
17
日
の
間
に
、予
備
自
衛
官

招
集
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。霞
目

駐
屯
地
と
し
て
初
め
て
の
招
集
訓

練
の
た
め
、教
育
内
容
が
次
の
訓
練

に
活
か
せ
る
よ
う
訓
練
の
順
序
を

考
慮
し
て
、ス
ム
ー
ズ
に
訓
練
に
臨

め
、実
り
の
あ
る
訓
練
と
な
る
よ
う

着
意
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

【
大
学
生
臨
地
実
習
支
援
】

　
県
内
各
大
学
が
行
う
臨
地
実
習

（
給
食
経
営
管
理
）を
令
和
７
年
６

月
９
日
～
13
日
及
び
７
月
７
日
～

11
日
に
そ
れ
ぞ
れ
支
援
し
ま
し
た
。

研
修
で
は
自
衛
隊
に
お
け
る
栄
養・

給
食
業
務
の
意
義
や
目
的
を
理
解

し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、給
食
に
関

す
る
業
務
運
営（
栄
養
管
理
、給
食

管
理
、栄
養
教
育
）を
実
践
の
場
で

体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

部隊の担当者に調達に関する
教育もします！

適正な会計業務が行われている
か、第三者から検査を受けます。

霞目駐屯地に所在す る各部隊の活動状況
霞 目 駐 屯 地 業 務 隊

第124地区警務隊霞目連絡班
　宮城地方協力本部
　　　　霞目地区援護センター

中央輸送隊第2方面分遣隊第416会計隊霞目派遣隊

救急法・野外衛生

至近距離射撃（非実射）学生による盛り付け

調理実習

隊員に対する献立説明

精神教育



スケジュール（一例）
１日目　駐屯地見学
　　　　基本動作
　　　　自衛隊体操

２日目　偽装体験
　　　　天幕展張
　　　　護身術

３日目　救急法
　　　　ヘリコプター整備体験
　　　　自衛隊についての説明

　昼食は、3日間、隊員食堂で
自衛官と同じ食事をしました。

偽装体験（ドーラン）

航空機整備体験

天幕展張

基本動作
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令
和
７
年
度
は
、６
名
の
隊
員
が
二
十
歳
の
節
目
を
迎
え
、1
月
15
日
に「
二
十
歳
を
祝
う
会
」を
行

い
ま
し
た
。行
事
に
参
加
し
た
４
名
の
隊
員
は
親・職
場・同
僚
等
に
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、書
き

初
め
に
し
た
た
め
た
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、駐
屯
地
司
令
か
ら「
今
後
、一
人
の
人
間
と
し
て
、自
衛
官
と
し
て
悩
み
、壁
に
ぶ
つ
か
っ
た

と
き
は
、失
敗
を
恐
れ
ず
に
挑
戦
し
、た
と
え
失
敗
し
て
も
、そ
の
時
の
教
訓
を
次
に
生
か
し
、成
長
し

続
け
る
こ
と
が
大
切
。」と
激
励
し
、参
列
し
た
隊
員
に
も「
是
非
暖
か
く
善
導
し
て
い
っ
た
ほ
し
い

と
」述
べ
ま
し
た
。本
行
事
に
、協
力
団
体
や
防
衛・駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
の
方
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、

二
十
歳
を
迎
え
た
隊
員
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　
霞
目
駐
屯
地
は
、８
月
か
ら
12
月
の
間
に
、仙
台
市
内
中
学
校
９
校
57
名
の
中
学
２
年
生
を
受
け
入

れ
、仙
台
市
自
分
づ
く
り
教
育
の
一
環
で
あ
る「
職
場
体
験
活
動
」を
支
援
し
ま
し
た
。職
場
体
験
活
動

の
３
日
間
で
陸
上
自
衛
隊
と
霞
目
駐
屯
地
所
在
部
隊
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、普
段
自
衛
官
が
や

っ
て
い
る
自
衛
隊
体
操
や
基
本
動
作
、偽
装
、天
幕
展
張
、航
空
機
整
備
等
の
体
験
を
通
じ
て
、自
衛
隊

及
び
駐
屯
地
に
対
す
る
理
解
と
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

敬礼!

記念品授与

記念写真

二十歳を迎えた隊員と部隊長の会食

二十歳の抱負発表

二 十 歳 を 祝 う 会

職 場 体 験 活 動
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11
月
に
仙
台
市
立
蒲
町
小
学
校
の
２
年
生
の
皆
さ
ん
が
生
活
科
の
授
業「
ま
ち

た
ん
け
ん
」の
一
環
で
、霞
目
駐
屯
見
学
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

「
車
両
は
何
種
類・何
台
あ
る
の
？
」

「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
こ
こ
は
、何
の
た
め
に
こ
ん
な
形
を
し
て
い
る
の
？
」

「
駐
屯
地
っ
て
ど
の
く
ら
い
の
広
さ
な
の
？
」

と
興
味
津
々
で
隊
員
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
庁
舎
屋
上
か
ら
駐
屯
地
周
辺
を
見
下
ろ
し
、校
舎
や
家
を
見
つ
け
て
大
は
し
ゃ

ぎ
、大
型
ト
ラ
ッ
ク・
中
型
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
乗
り
、ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
の
展
示
機
に
触
れ
、最
後
は
、救
難
消
防
車
の
説
明
、大
迫
力
の
放

水
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
「
は
た
ら
く
車
大
集
合
」の
企
画
に
お
招
き
い
た

だ
き
自
衛
隊
の
中
型
ト
ラ
ッ
ク
と
小
型
ト
ラ
ッ
ク

を
展
示
し
ま
し
た
。そ
の
中
で
も
小
型
ト
ラ
ッ
ク

の
体
験
試
乗
が
大
好
評
で
、約
７
０
０
名
も
の
皆

様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
に

も
、自
衛
隊
の
ラ
ッ
パ
演
奏
、制
服
や
防
弾
チ
ョ
ッ

キ
試
着
体
験
、活
動
写
真
の
展
示
を
し
て
多
く
の

方
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ア
ク
ア
イ
グ
ニ
ス
で
実
施
さ
れ
た

仙
台
市
消
防
局
が
主
催
す
る「
フ
ァ

イ
ヤ
ー
フ
ェ
ス
」に
お
招
き
い
た
だ

き
、救
難
消
防
車
を
展
示
し
ま
し
た
。

暑
い
中
、多
く
の
親
子
が
訪
れ
、大
き

な
タ
イ
ヤ
と
背
比
べ
を
し
た
り
、運

転
席
に
乗
っ
て
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま

し
た
。

　
栗
原
市
出
身
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
が
操
縦
す
る
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
が
編
隊
を
組
み
、く
り
こ

ま
山
車
祭
り
会
場
上
空
を
飛

行
し
ま
し
た
。地
元
に
ゆ
か

り
の
あ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
飛

行
に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
1
月
17
日
、「
仙
台
凧
の
会
」協
力
の
も
と
、駐

屯
地
と
霞
目
飛
行
場
周
辺
町
内
会
連
絡
協
議
会

と
共
催
で「Kasum

inom
e Kite FESTIVAL

～

滑
走
路
に
舞
う
凧
の
祭
典
～
」を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、約
８
０
０
名
近
く
の

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、隊
員
や
凧
の
会
会
員

の
方
と
一
緒
に
作
っ
た
色
と
り
ど
り
の
凧
が
飛

行
場
地
区
の
空
を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。

沖野市民まつり
11.３

若林区民ふるさとまつり
10.19

ファイヤーフェス
２０２５
７．２７

くりこま
山車まつり
７．２６

七郷市民まつり
11.16

お礼の手紙を

いただきました(^ ^)

～ 地 域 と と も に ～

Kite FESTIVAL

地
域
行
事
へ
の
参
加

ま ち た ん け ん

中型トラックを
展示しました。

小型トラックを
展示しました。

東日本大震災時の
災害活動紹介

ラッパ演奏

小型トラック体験試乗
会場上空を飛行するＵＨ-１J

パイロット紹介の様子

防弾チョッキ試着

大会会長挨拶

凧の会会長挨拶 凧作りの様子

凧の会の方と連凧を
揚げる参加者 飛行場の空を埋め尽くす凧

　このページでは、駐屯地行事や、駐屯地周辺の
皆様との活動を紹介しています。



　今年度４～12月は、保育園児や自衛隊家族会、気象予報士会東北
支部、専門学校生など約380名の方々に見学していただきました。

JGSDF　Kasuminome 8

公式X
（旧Twitter） 公式Instagram 駐屯地

ホームページ

イベントの最新情報はこちら↓

駐 屯 地 見 学 の ご 案 内

モ ニ タ ー 研 修 会

打ち上げ花火事業への
協賛お願い

公式キャラクター誕生！駐屯地問い合わせ先

　
令
和
７
年
12
月
３
日
、防
衛
モ
ニ
タ
ー・駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
３
名

は
、多
賀
城
駐
屯
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。多
賀
城
駐
屯
地
広
報
室

隊
員
に
高
機
動
車
で
駐
屯
地
内
を
案
内
し
て
も
ら
い
、霞
目
駐
屯

地
に
は
装
備
さ
れ
て
い
な
い
軽
装
甲
機
道
車（
Ｌ
Ａ
Ｖ
）・装
輪
装
甲

車（
Ｗ
Ａ
Ｐ
Ｃ
）を
体
験
試
乗
し
ま
し
た
。資
料
館
見
学
で
は
東
日
本

大
震
災
時
の
多
賀
城
駐
屯
地
の
活
動
の
説
明
を
し
て
も
ら
い
、そ
の

後
、体
験
喫
食
、厚
生
セ
ン
タ
ー
見
学
を
し
、多
賀
城
駐
屯
地
を
十
分

に
楽
し
み
ま
し
た
。

　霞目駐屯地は、陸上自衛隊の陸と空の輸送拠点となる駐屯地です。１年間を通じて駐屯地見学や社会科見学を行っています。見学を希望
される方は、お気軽に駐屯地広報室にご連絡ください。見学時間や内容は、ご希望に沿って柔軟に対応いたします。

　令和8年度の駐屯地夏祭りでは、昨年同様宮城県
隊友会主催で、花火を打ち上げたいと考えておりま
す。本事業を成功させるため、趣旨に賛同いただけ
る団体・企業様にご支援を賜りたいと存じます。
　ご協力をいただける若しくは興味がある団体・企
業様は、ご連絡ください。

　このたび、駐屯地公式キャラクター
浪分霞（なみわけ　かすみ）と
お供の雉宗（きじむね）が誕生しまし
た！
　現在、ＳＮＳで活躍中です！

　駐屯地見学・駐屯地モニター・広報紙に関するご意見ご感
想等はこちらにご連絡ください。

〒984-8580
宮城県仙台市若林区霞目１丁目１番１号
　陸上自衛隊霞目駐屯地　広報室

☎：０２２－２８６－３１０１（内線302・545）
　：sig.hq-avngp-nea@inet.gsdf.mod.go.jp

カラーマンホールを
探してみよう！

輸送隊って、トラックで
何を運んでいるの？

�隊員は普段どんな食事を
しているの？

管制塔ってどんなとこ？
管制塔から空を眺めてみよう！

航空気象業務って何？防衛資料館で霞目駐屯地の
歴史について知ろう！

飛行場を護る救難消防車を
見てみよう！

現役パイロットから、ヘリコプターに
ついて話を聞いてみよう！

航空機整備について、整備員から
話を聞いてみよう！

航空機の操縦席に座って、
気持ちは、パイロット！

アイグラン保育園

沖野中学校（職場体験）

１ＤＡＹインターンシップ
（秋田地方協力本部）

八軒中学校（職場体験）気象予報士会東北支部寒河江市自衛隊協力会

七郷市民センター

七郷市民センター

東京エレクトロン宮城株式会社 大崎市古川長岡地区公民館


